
バーチャル核燃裁判
2025年12⽉19⽇⼝頭弁論

⼤陸棚外縁断層と六ヶ所断層の
活動性について

2026年1⽉23⽇
上澤千尋

原⼦⼒資料情報室





下北半島の東側に沿って海底に南北によこたわって
いるのが⼤陸棚外縁断層であり、総延⻑は150kmに
もおよぶ。

⼤陸棚外縁断層の南端付近では、活断層は2つに
分かれていて、⼀⽅はそのまま海底下を南⽅に
延⻑している。

もう⼀⽅は陸側に潜り込んでいき、⽇本原燃の
核燃料サイクル施設の敷地内をとおって、
鷹架沼南岸まで達しているとみられる。

陸側部分は渡辺満久・東洋⼤教授によって六ケ所断層
（六ケ所撓曲（とうきょく））と名付けられている。



⼤陸棚外縁断層の存在と活動性
1．⼤陸棚外縁の崖が連続している

（⾼さ200mが約100km続く）

2．海成段丘が広く分布する

3．海上⾳波探査の地質学的解釈

4．海上ボーリングのコア（地層サンプル）データ

3．海上⾳波探査の地質学的解釈

4．海上ボーリングのコア（地層サンプル）データ



六ケ所断層の存在と活動性
1．海成段丘が撓曲（とうきょく）している

2．露頭の地層で地層の変形がわかる

3．地震波探査で断層が認定できる

4．トレンチで地層の変形と層⾯すべり断層の存在4．トレンチで地層の変形と層⾯すべり断層の存在



⽇本原燃，第85回（2015.11.27），資料1-1より



原⼦⼒安全委員会，地震・地震動評価委員会及び施設健全性評価委員会，WG4-34-4より



⼩池・町⽥編「⽇本の海成段丘アトラス」より



ᾏ上㡢Ἴ探査について 

 
海上㡢波探査とは、ㄪ査船により発振器および受振器を曳航しながら海底に向けて一定

㛫㝸で㡢波を発生させ、海底㠃や海底の地層の境界等で反射した㡢波を観測し、地層の形

状や㔜なり・㐃続性など、海底下の地㉁構㐀をㄪべる方法です。 

 

・シングルチャンネル方式の海上㡢波探査 

発振器と 1つの受振器を曳航しながら、発振器からの㡢波を観測する探査方法です。曳

航する機器が短いため作業性に優れ、比㍑的簡便な処理で海底㠃や海底の地層の形状など

を得ることが可能です。日本の周㎶海域で活断層の分布を明らかにするために広く利用さ

れてきた方法です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・マルチチャンネル方式の海上㡢波探査 

発振器と一定㛫㝸に㓄置された複数の受振器を曳航しながら、発振器からの㡢波を複数

の受振器で同時に観測する探査方法です。曳航する機器が㛗くなり、ㄪ査タ備が大きくな

ることからㄪ査は大がかりとなりますが、同じ地層からの反射波を複数取得することがで

きるため、データを解析することによってノイズが低減され、海底㠃や海底の地層の形状

などがより明瞭に分かるようになるとされています。 
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中部電⼒WEBページより

海上⾳波探査のしくみ



⼤陸棚外縁断層のおもな測線の探査記録の例

原⼦⼒安全委員会，地震・地震動評価委員会及び施設健全性評価委員会，WG4-34-4より



⽇本原燃によるNo.3測線の地質学解釈

原⼦⼒安全委員会，地震・地震動評価委員会及び施設健全性評価委員会，WG4-34-4より
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池⽥安隆⽒によるNo.3測線の地質学的解釈

原⼦⼒安全委員会，地震・地震動評価委員会及び施設健全性評価委員会，WG4-34-4より





2つの解釈のもっとも⼤きな違いは
⼤陸棚外縁断層の位置と形状



海上ボーリンク調査位置（No.3測線）

⽇本原燃，第85回（2015.11.27），資料1-1より













⼤陸棚外縁断層の存在と活動性
1．⼤陸棚外縁の崖が連続している

（⾼さ200mが約100km続く）

2．海成段丘が広く分布する

3．海上⾳波探査の地質学的解釈

4．海上ボーリングのコア（地層サンプル）データ

3．海上⾳波探査の地質学的解釈

4．海上ボーリングのコア（地層サンプル）データ
違いの⼤きな2つの地質学的解釈

コアデータに信頼性がない→
⼤陸棚外縁断層の⽇本原燃の説明に根拠なし



六ケ所断層の存在と活動性
1．海成段丘が撓曲（とうきょく）している

2．露頭の地層で地層の変形がわかる

3．地震波探査で断層が認定できる

4．トレンチで地層の変形と層⾯すべり断層の存在4．トレンチで地層の変形と層⾯すべり断層の存在





露頭（D-1）

露頭

露頭

⽇本原燃のトレンチウラン濃縮⼯場

出⼾⻄⽅断層

六ヶ所断層
（六ヶ所撓曲）







準備書面（214）の図3 M1面とM2面の変形を示す地形・地質断面（図2のX̶Y）
甲D第240号証，渡辺満久,「広い撓曲崖を形成する六ヶ所断層̶原子力規制委員会に
よる適正な審査のために」（『科学』，88巻，No.1，2018年1月号）より．







準備書面（214）の図12 層面すべり断層（イ断層）は六ヶ所断層の存在の根拠

渡辺満久，「六ヶ所再処理工場周辺における活断層評価への疑問」，六ヶ所学習
会（連合会館 2019年6月28日）資料より．



「褶曲に伴う層⾯すべり断層」
（吉岡敏和，産総研）の図4について



ここでは基盤の断層運動に伴う撓曲
(monoclinalfold)の場合について説明する。第4図A
のように,基盤の断層が地表に達しない場合,両端の
⽔平な部分では層⾯すべりは⽣じず,地層が最も傾
斜している部分で層⾯すべりの量は最⼤になる。こ
のとき擁曲の隆起側が侵⾷され,地層の急斜部が地
表に露出すると,そこに地表を切る断層として層⾯
すべり断層が現れる。

産総研・吉岡，褶曲に伴う層面すべり断層，
https://www.jstage.jst.go.jp/article/afr1985/1989/7/1989_5/_pdf



「基盤の断層運動に伴う褶曲の場合」

産総研・吉岡，褶曲に伴う層面すべり断層，
https://www.jstage.jst.go.jp/article/afr1985/1989/7/1989_5/_pdf



イ断層

ロ1,2断層

六ヶ所断層

産総研・吉岡，褶曲に伴う層面すべり断層，
https://www.jstage.jst.go.jp/article/afr1985/1989/7/1989_5/_pdf



六ケ所断層の存在と活動性
1．海成段丘が撓曲（とうきょく）している

2．露頭の地層で地層の変形がわかる

3．地震波探査で断層が認定できる

4．トレンチで地層の変形と層⾯すべり断層の存在4．トレンチで地層の変形と層⾯すべり断層の存在
六ヶ所断層なしでは存在し得ない「イ断層」



付録



海⾯変化と海成段丘の成因

渡辺満久『⼟地の「未来」は地形でわかる』所収の図3-10をもとに筆者作成

MIS（海洋酸素同位体ステージ）︓
海⽔中の酸素同位体の濃度⽐（ 18O/16O ）をもとにして作成した時代区分．
酸素18から構成される⽔（H2O）より、酸素16だけで構成される⽔の⽅が蒸発しやすい．


